
令和２年度 課題研究 実践レポート 

選択項目 ①実態把握 ②授業計画 ③教材教具 ④授業展開 ⑤学習評価 ⑥情報提供 

実 践 名 
くらしに役立つ保健体育 

～教科書を活用した授業実践～ 

所  属 窯業科３年（副担任） 

職・氏名 教諭 津村 理子 

 

１ 実践の概要 

選択の経緯は、『くらしに役立つ保健体育』が配布されたからである。今後、評価が導入されたとき、

この本（教科書扱い）がどのような方法で活用できるのか。また、学年の実態を考慮してこの本を活

用するには、どのような授業展開ができるのだろうかと考えた。さらに、平成 31年２月に学習指導要

領が改正されたので、以下の点も踏まえながら授業を進めることとした。 

 

 Ⅰ 保健 

    健康・安全に関する事項について、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

   ア 心身の発育･発達、障害の防止及び疾病の予防等の理解を深めるとともに、健康で安全な個

人生活及び社会生活を営むため目的に応じた技能を身に付けること。 

 イ 健康･安全に関わる自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断したこと

を、目的や状況に応じて他者に伝えること。 

    

３  指導計画の作成と内容の取扱い 

（１）指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

   ア （前文略）…体育や保健の見方･考え方を働かせ、運動や健康についての自他の課題を見付

け、個々の生徒の障害状態等に応じてその解決の活動の充実を図ること。（・・・以下続

く） 

   イ ２の段階の内容の「Ａ体つくり運動」、「Ｈ体育理論」及び「Ｉ保健」については、３学年

間にわたって取り扱うこと。 

 

特別支援学校高等部学習指導要領 【保健体育】より抜粋 

 

 

２ 実践の内容 

保健の授業では、生徒の記憶に少しでも残り、実生活に役立つ時間になることを願って進めている。

生命やからだに関係する専門用語が多いため、学習に抵抗を感じさせないように用語の説明をし、ワ

ークシートの活用、テスト方式で確認するパターンで授業展開した。通常学級にやや近い形の授業で

あるため、１年次には、一斉指導の際には ST の先生方のサポートが必要不可欠であった。 

（１）生徒の反応と様子 

１年次から、教師が教科書を読み、生徒は必要部分にマーカーでラインを引くように指導した。強

調する部分を色分けする学習を行った。学年が上がると、この作業は速やかに行うことが出来るよう

になった。また、ラインを引いた重要部分からテストに出題することを伝えているが、集中に欠けた

り、「分かりません。」、「もう一度お願いします。」と言えなかったりする生徒には促しが必要であっ

た。さらに、単元の始まりに、昨年度と同様の内容で 20 分程度の振り返りテストを実施したが、これ

は、昨年の知識がどの程度、積み重ねられているかを確認するための位置付けとし、知的障害をもつ
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生徒の苦手分野である『記憶』を呼び戻すための時間とした。単元の最後には、25 分間、100 点満点

のまとめテストを実施した。配分は１問３点×32問、１問４点。４点の部分は感想を記入してあれば

良い事とした。記号で答えなさいという設問では、言葉で答えてしまった生徒が１名いたが、他の生

徒は問題を読みとって、解答出来た。最高点 100 点。最低点 43点。平均 79.3 点であった。平均点が

高めに出たのは、記号選択をさせた影響と考える。 

保健体育は、日常には、なじみの薄い病名や身体に関する専門用語が多く、生徒の理解を深めるに

は、難しい面があるため、なかには混乱する生徒もいた。 

（２）配慮すべき点 

今後、数値で評価し、成績を示す場合の留意点がいくつかある。例えば、テストの得点だけに縛ら

れることがないような配慮や積極的に発言する生徒が『思考・判断・表現』や『学びに向かう力』に

優れているのではないこと、テストの点数が高い生徒が『知識・技能』に優れているような評価をし

ないように配慮したい。現在の小中学校では、すでにこの状態に陥っており、生徒の意欲の低下が見

られる。数値化する方が目に見えて分かりやすいし、本人や保護者に説明しやすいが、人の価値は点

数だけ決まるものではないのではないかと感じている。 

生徒のなかには、幼い頃からこれまでの経験により、学習に対する自信がなく不安を抱える様子が

見られる。学習の本来あるべき本質は、できなかったことができるようになったり、知らなかったこ

とが分かったりすることではないだろうか。単元担当の際に心掛ける言葉として『学んだことが生活

に役立てることができる大人になってほしい』という願いを繰り返し伝えてきた。特別支援学校の良

さである、個々の成長に合わせた目標を設定して、それに即した指導を行った結果が適切な評価につ

ながるように生徒の意欲が高まるような授業展開を目指したい。 

 

【実際の問題用紙】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の振り返り（今後の「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けて） 

『くらしに役立つ保健体育』が配布され、重要な点が全て網羅されておりポイントを絞って指導す

るためには、教師用図書（赤本）が欲しいと感じている。一方で、教師用図書は画一的な指導になる

怖れがあることも考えられ、一長一短である。今後も学習指導要領の改正点を確認するとともに新型

コロナウイルス感染防止対策・新しい生活様式に注視しながら、生徒達には、本校の研修テーマであ

る「主体的・対話的で深い学び」に向かわせたい。 
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令和２年度 課題研究 実践レポート 

選択項目 ①実態把握 ②授業計画 ③教材教具 ④授業展開 ⑤学習評価 ⑥情報提供 

実 践 名 
数学の主体的な学びにつなげる記録・評

価の工夫 

所  属 農業科３年（副担任） 

職・氏名 教諭・西脇 功二 

 

１ 実践の概要 

  本学年は 1学年より教科等横断的な学習の視点で数学、作業学習を同じ担当者が受け持ち、数学で

学んだ学習を作業学習で生かす、実践することを念頭に学習展開をしてきた。 

  本学科では水の計量、土の配土などで容器を用いて計量することが多く、生徒にはぜひ身に付けて

ほしい力として体積の学習の単元で「水のかさ」を扱った。学習を進めるにあたり、生徒が主体的な

学びができるように、評価について理解度を観察と小テストによって適宜評価し、生徒にとって分か

りやすく、参加しやすい評価の実践を行った。 

 

２ 実践の内容 

(1)学習の見通しをもたせる。（活動、到達目標の提示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)小テスト（実態把握、理解度の評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の振り返り（今後の「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けて） 

  今回の実践では作業学習とのつながりを意識させることで学習の興味関心を高め、学習の動機付け

を行った。また、学習評価の方法を工夫することで学習過程の評価と学習の結果についての評価がお

およそできたと考える。しかし、今回の実践では十分な時間の確保や繰り返しの学習ができていない

こともあり、生徒に定着したかどうかは検証できていない。 

  実践を振り返って、生徒の個別指導の仕方や合理的配慮なども STと共有しながら、授業改善を行

うことで、より深い学びへの実践ができると考える。 

机間巡視しながら学習過程

を評価し、チェックする。 

学習の結果を評価する。 
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令和２年度 課題研究 実践レポート 

選択項目 ①実態把握 ②授業計画 ③教材教具 ④授業展開 ⑤学習評価 ⑥情報提供 

実 践 名 外部支援で見られる主対深 

所  属 １学年所属 

職・氏名 教諭・山田 みゆき 

 

１ 実践の概要 

  この実践レポートの課題が課せられたとき、校内で授業に入っていない立場として、外部支援で各

学校を訪問する中で何ができるのかを考えたときに、複式学級での授業のことが頭に浮かんだ。訪問

先でも授業に直接携わることはできないため、自分で実践できることはないが、本校の先生方に情報

提供することで何かの参考になればと思いこのような内容になった。 

 

２ 実践の内容 

  本校が携わっている学校で複式学級があるのは、今金町立種川小学校、せたな町立久遠小学校、せ

たな町立瀬棚小学校、せたな町立若松小学校、八雲町立熊石小学校である。担任の先生一人で対応し

ている学級もあれば、支援員が入ってサポートしている学級も多いように思われる。 

 

３ 実践の振り返り（今後の「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けて） 

  今まで単式学級で学校生活を送ってきたこども達が新しく複式学級になることは、それなりの戸惑

いがあるだろうと思われる。それが次年度に予想される場合、先生方は先を見据えて、できる限りの

布石を打っている。自分達で考えて判断して動かなければならないことが増えていくことをこども達

に少しずつ意識させている。 

あるサイトには、複式学級での授業のメリットとして、「教師が直接指導できない間、子どもたち

で共有や教え合う姿が見られる。」とある。別なサイトには、「『教えることは、最良の学習法』とい

われるが、生徒自身が他の生徒に教えることによって、ただ教師から受身的に教えられているだけで

は生まれなかったであろう確かな知識・知恵が生徒に生まれたり、定着することがある。また担任が

一方の学年の指導をしている時に、もう一方の学年は自分たちで学びを進める、といった自主的な学

習習慣が身につく（自主性）。」とあった。 

通常の学級に限らず、特別支援学級においても複式学級の場合が多く見られる。一つの障がい種の

定員８人の１クラス開設なのでこの現象はよく見られる。さらに、学年の差が大きいことも多い。 

 システム的なことでどうしようもないことなのだけれど、直接携わる先生方の指導の下、一長一短あ

る中でもこども達はたくましく育っていくのだと再確認した。その中で自分ができることを微力では 

あるが今後も行っていきたいと思う。 
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令和２年度 課題研究 実践レポート 

選択項目 ①実態把握 ②授業計画 ③教材教具 ④授業展開 ⑤学習評価 ⑥情報提供 

実 践 名 
様々な傷病についての情報提供につい

て 

所  属 ２学年（学年付） 

職・氏名 養護教諭・橘 晴美 

 

１ 実践の概要 

  保健室の来室者は、「気持ちの抑うつ状態や過度の不安」や「頭痛や腹痛等内科系の不調」「軽度の

創傷」などの来室者が多く、寄宿舎生活においても、身体の不調を抱えているものが多いと引き継ぎ

を受けている。 

  その中で、特に今年度は「新型コロナウイルス感染症」の流行ということもあり、いつまでこの状

態が継続されるのか先が見えない中ではあるが、対応するに当たり生徒や指導者に対していかに最新

の情報提供を取り入れていくのかが日々の課題と考えた。 

 

２ 実践の内容 

生徒対応で日頃から心掛けていることは、「生徒の自己管理能力を高める育成」ということだ。３年

後には社会人として生活していく中で、小さなけがや症状でも自分で原因を考えて再発防止ができる

とともに、自分の身体を自分でケアする力を育みたいと願いながらの対応を心掛けている。そうする

ためには、入学時の保健調査や医師の診断書、その他指導者の方々からの情報を踏まえ、自分なりに

最新の情報提供ができるように準備をし、提供までいかなかったかもしれないが、話の中に取り入れ、

質問に答えてきた。また、「新型コロナウイルス感染症」の発生・感染拡大を受け、学校の感染症対策

を見直し、感染を防ぐべく情報を収集し発信してきた。 

（1）感染症対策のポイント 

ア 基本的な感染症対策の徹底 

イ 日常の健康管理や発熱等の風邪の症状が診られる場合の対応 

ウ 適切な環境の保持 

エ 学校行事等における感染対策 

  

３ 実践の振り返り(今後の「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けて) 

  今後も、生徒の気持ちに寄り添えるような情報の提供、発信を保健室からしていけるよう努力して

いきたいと考え、「新型コロナウイルス感染症」に対しても集団感染を防ぎ、被害を最小限に抑えるた

めに予防啓発や対応の在り方について検討を重ね情報提供をしていきたいと考える。 
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令和２年度 課題研究 実践レポート 

選択項目 ①実態把握 ②授業計画 ③教材教具 ④授業展開 ⑤学習評価 ⑥情報提供 

実 践 名 食に関する情報発信の工夫 

所  属 ３年（学科付） 

職・氏名 栄養教諭・小笠原 友理 

 

１ 実践の概要 

  学校給食を生きた教材・手本になるように献立を提案し、四季や地場産物、行事食、外国の料理

等を取り入れながら「食に関する指導の年間指導計画」に沿った情報提供を行えばよいのか、発信

の方法について考えた。 

 

２ 実践の内容 

  栄養教諭は表１のように食に関する情報発信を実践している。 

内訳 

発信 

の方法 

① 学級活動 
② 日常生活

の指導 

③ 全国学校 

給食週間 
④ 保護者 ⑤ その他 

掲示物   ○   ○    ○   

アナウンス      ○   

配布物      ○   ○   ○ 

表１ 食に関する情報発信の方法 

 

・学級活動・・・「今日の給食の献立を知る」を意識付けできるように、一膳配食の並べ方や栄養 

ごとに色を塗り、毎食給食関係掲示板に掲示した。(図１) 

・日常生活の指導・・・校内ポスター掲示物を作成した。 

・全国学校給食週間・・・委員会と協力してリクエスト献立や全校集会でのお知らせ、給食ニュ

ース(保健委員会から情報発信)も取り入れ、週間後振り返りシートの実施をした。(図２、３) 

・保護者・・・毎月郵送する給食献立表の通信に、ホームルーム掲示と同じ食指導を掲載し、意

図的に学校と家庭での共通情報とした。(図４) 

・その他・・・町内のつながりとして、広報誌に実際に給食提供したメニューの献立を提案し

た。(図５)  

 

 

 

 

 

 

  図１献立表     図２振り返りシート 

 

 

 

 

  図４共通情報                図３給食ニュース   図５広報掲載原案   
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３ 実践の振り返り（今後の「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けて） 

  計画的に情報を発信し、情報の内容により発信の方法(目で見る情報、耳で聞く情報、繰り返し読

むことができる情報)を変えることで、興味関心をもってもらうことができた。今後、さらに保健委

員会との活動の機会を増やし、情報発信をしていきたいと思う。 
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